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研究成果の概要 

子宮内膜および子宮腺筋症病変について改良した組織透明化後に上皮及び血管内皮を蛍光色素付きの

サイトケラチン７抗体および CD34抗体で染色し、３次元構造解析を実施した。また組織透明化後の組

織から連続切片を作成し、レーザーマイクロダイセクションで子宮内膜腺管のみを選択的に分離した。

位置情報が付加されているサンプルから DNAを抽出し、品質の確認を行なった。その結果、以前の組織

透明化試薬後の組織からの DNAに比べ、品質が向上しており、シークエンス可能であると判断した。現

在、全ゲノムシークエンスを実施中である。 

子宮内膜関連疾患である癒着胎盤についても組織透明化後にサイトケラチン 7 抗体を用いた３次元構

造解析を行い、正常胎盤と比較することで癒着胎盤に特徴的な構造を明らかにしている。その構造を分

子生物学的に解釈するために、空間的トランスクリプトーム解析を実施した。癒着胎盤の重要な構成要

素である絨毛外性栄養膜細胞が子宮筋層に侵入している位置により機能が異なることを明らかにした。

さらに、癒着胎盤の表現型を規定する因子としての分子 Xを特定し、現在解析を進めている。 

正常子宮内膜組織より内膜腺管上皮を分離し、オルガノイドの樹立に成功している。さらに、正常子宮

内膜組織から子宮内膜腺管を分離後、単一子宮内膜腺管からオルガノイド樹立にも成功している。オル

ガノイドのゲノム情報を取得し、樹立されたオルガノイドにおけるゲノム変化の違いを検討している。 

初年度は子宮内膜関連疾患として子宮腺筋症、癒着胎盤を選択し、その病態解明を進めており、順調に

研究成果を上げることが可能であった。今年度の研究成果をもとに、３次元構造解析とゲノム・トラン

スクリプトーム解析を実施、結果を統合することで子宮内膜関連疾患の病態解明を継続していく。 
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